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                              平成 26 年 5 月 21 日 

各 位 

 

                      九州大学熱帯農学研究センター 

地水・環境保全部門准教授候補者選考委員会 

                             委員長 吉村 淳 

 

 

九州大学熱帯農学研究センター地水・環境保全部門 

准教授公募について 

 

 

拝啓 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、本選考委員会は下記により九州大学熱帯農学研究センター地水・環境保全部門准教授候

補者１名の選考を行うことになりました。つきましては、適任者をご推薦下さいますようお願い

申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１． 選考方針 

  九州大学熱帯農学研究センターは、学内共同教育研究施設の一つで、熱帯地域の農業及びこれ

に関する環境の基礎的研究を行うとともに、熱帯農学の研究を志向する学生及び研究者との交

流・共同研究を通じて、熱帯農林業の発展に貢献することを目的に活動を行っています。本セン

ターは熱帯作物・環境部門、地水・環境保全部門、国際開発部門の3部門より成り、地水・環境保

全部門では、熱帯における森林環境、土壌及び水環境の保全、土壌―植物系（あるいは土壌―植

物圏）の環境保全に関する研究・教育を行います。今回選考する准教授は、熱帯の土壌―植物系

の環境保全に関する研究教育を行い得る者とします。なお、地水・環境保全部門は、大学院地球

社会統合科学府の教育を担当しています。本センターは熱帯の開発途上国を対象に国際協力活動

も行い、地水・環境保全部門もこの活動に参画します。 

 

今回准教授候補者としては、 

・熱帯における土壌―植物系の環境保全、特に土壌―植物系の環境微生物に関して優れた研

究業績があること、 

・国際的な研究、教育、協力活動の実績があること、  

・国内外からの大学院生の教育に熱意をもって取り組む意志があること、 

・国際共同研究等のために、討論ができる英語力を有すること、 

・博士の学位を有していること、 

 等の要件を備えた方が望まれます。 

 

２．必要書類 

（１）略歴書（本籍は都道府県のみ） 

（２）業績目録（原著論文（査読の有無を区別すること）、総説・著書、国際会議プロシーデ

ィングス、その他、に区分して記載すること） 

（３）主な業績(5編程度)の別刷り又はコピー 
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（４）これまでの研究概要と今後の研究に関する抱負(1,500字程度) 

（５）これまでの教育実績と今後の教育に関する抱負（教育実績がない場合には今後の抱負）

(1,500字程度) 

（６）外部資金（科研費を含む）導入実績状況 

（７）自薦、他薦により次の書類 

   自薦の場合：応募者の教育・研究等について問い合わせのできる方２名の氏名、連絡先 

   他薦の場合：推薦書 

 

 封筒に「教員応募書類在中」と朱書し、簡易書留など配達記録が確認できる方法で送付するこ

と（学内便、直接の手渡し等では受け付けません）。なお応募書類は、原則として返却しません。

また個人情報については適正に管理し、選考以外の目的には使用しません。 

 

３．提出期限 

    平成 26 年 6 月 23 日（月）17 時 必着 

 

４．提出書類送付先 

  〒812-8581 福岡県福岡市東区箱崎6－10－1 九州大学大学院農学研究院植物育種学研究室内 

   「九州大学熱帯農学研究センター地水・環境保全部門准教授候補者選考委員会」 

         委員長 吉村 淳（電話: 092-642-2820） 

 

５．選考方法 

 男女共同参画社会基本法(平成11年法律第78号)の精神に則り、応募書類により選考します。必

要に応じて面接を行う場合があります（その際の旅費・滞在費は応募者の自己負担とします）。 

 

６．採用予定時期 

    平成 26 年 10 月 16 日またはこれ以降のできるだけ早い時期 

 

７．その他 

（１）給与等についての問い合わせ先：九州大学農学部庶務係  

e-mail: nossyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp ファックス:092-642-2804 

（２）本センターの所在地・教育研究の概要等は、下記のホームページを参照のこと。 

http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/tropic/ 

（３）地水・環境保全部門准教授の担当授業科目（予定） 

    大学院修士課程 

地球社会統合科学府における土壌―植物系の環境保全、特に土壌―植物系の環境

微生物学に関する講義、演習及び特別研究 

    大学院博士後期課程 

地球社会統合科学府における土壌―植物系の環境保全、特に土壌―植物系の環境

微生物学に関する演習及び特別研究 

 

   以上の授業は、必要に応じて英語で行う。 

 

なお、全学の学部学生を対象とした基幹教育科目も必要に応じて担当する場合があ

ります。 

 

大学院地球統合科学府の詳細は、同学府のホームページ(http://isgs.kyushu-u.ac.jp)で

確認して下さい。 


